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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結累計期間

第45期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 9,743,897 10,586,849 20,878,651

経常利益 （千円） 1,039,942 1,228,851 2,432,690

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 745,181 861,511 1,626,768

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 880,370 1,001,940 1,679,659

純資産額 （千円） 25,939,383 27,123,425 26,472,034

総資産額 （千円） 31,308,005 32,826,170 32,572,888

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 21.31 24.63 46.51

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.2 81.9 80.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 968,174 957,075 1,223,450

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △2,028,752 △451,644 △2,511,797

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △392,802 △350,432 △659,210

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,293,149 3,949,745 3,763,302

 

回次
第45期

第２四半期
連結会計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成29年
　７月１日
至平成29年
　９月30日

自平成30年
　７月１日
至平成30年
　９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 11.45 16.18

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は、平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米中間の貿易摩擦の懸念が高まりつつも緩やかな景気拡大基

調が続きました。米国では雇用環境の改善が継続し、個人消費も底堅く推移しました。欧州においても雇用・所

得環境の改善を背景に景気は概ね堅調に推移しました。アジアにおいては、中国経済の景気減速の兆しが見られ

たものの景気は安定的に推移し、その他の新興国においても景気回復傾向が続きました。しかしながら、原油高

や新興国の通貨下落、米中間の貿易摩擦による世界経済への影響が懸念され、景気の先行きは不透明な状況と

なっております。

このような状況のもと、当社グループは世界規模での新規顧客の開拓を継続して行っており、当第２四半期連

結累計期間における受注は堅調に推移いたしました。当第２四半期連結累計期間における売上高は、日本、米

国、東南アジアの各地域において取出ロボット、欧州において特注機の販売が好調に推移したことにより

10,586,849千円（前年同四半期比8.7％増）となりました。利益面においては、部材の調達難等による仕入価格の

上昇があったものの、減価償却費の減少、前期に新機種開発の為に集中した開発費用の平準化等により営業利益

は1,203,178千円（前年同四半期比21.5％増）となりました。経常利益については、1,228,851千円（前年同四半

期比18.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は861,511千円（前年同四半期比15.6％増）の増収・増益と

なりました。

 

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

　（日本）

取出ロボット及び特注機の売上が増加したため、売上高は8,145,672千円（前年同四半期比5.0％増）とな

り、営業利益は778,850千円（前年同四半期比48.0％増）となりました。

　（米国）

取出ロボットの売上が増加したため、売上高は1,778,453千円（前年同四半期比16.3％増）となり、営業利

益は151,830千円（前年同四半期比9.5％増）となりました。

　（アジア）

自動車関連が好調なタイの子会社等の売上が増加したため、売上高は2,791,108千円（前年同四半期比1.0％

増）となりましたが、営業利益は304,441千円（前年同四半期比6.1％減）となりました。

　（欧州）

特注機の売上が増加したため、売上高は416,419千円（前年同四半期比94.5％増）となりましたが、営業利

益は31,881千円（前年同四半期比29.7％減）となりました。

(2）財政状態の分析

　流動資産は前連結会計年度末に比べ428,690千円増加し19,356,286千円となりました。これは、現金及び預金

が489,494千円増加したことなどによります。固定資産は前連結会計年度末に比べ175,409千円減少し13,469,883

千円となりました。これは建物及び構築物（純額）が240,380千円減少したことなどによります。その結果資産

合計は前連結会計年度末に比べ253,281千円増加の32,826,170千円となりました。

　流動負債は前連結会計年度末に比べ411,188千円減少して5,486,307千円となりました。これは未払法人税等が

304,990千円減少したことなどによります。固定負債については大きな変動はなく、負債合計は前連結会計年度

末に比べ398,109千円減少して5,702,744千円となりました。

　純資産は、為替換算調整勘定が100,161千円増加し、前期決算の剰余金の配当があるものの、親会社株主に帰

属する四半期純利益の計上などにより利益剰余金が546,744千円増加したことなどから前連結会計年度末に比べ

651,391千円増加の27,123,425千円となりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フローが957,075千円の収入超過、投資活動によるキャッシュ・フローが451,644千円の支出超過、財務活

動によるキャッシュ・フローが350,432千円の支出超過となり、現金及び現金同等物に係る換算差額が31,444千

円となったことにより、前連結会計年度末に比べ186,442千円増加し3,949,745千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益1,220,295千円に加えて、減価償却費384,563千円、売上債権の減少額400,893千円

があり、法人税等の支払額596,565千円、たな卸資産の増加額552,240千円などを差し引いた営業活動による

キャッシュ・フローは、957,075千円の収入超過（前年同四半期は968,174千円の収入超過）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　定期預金の預入による支出2,154,151千円、定期預金の払戻による収入1,850,000千円により、投資活動による

キャッシュ・フローは451,644千円の支出超過（前年同四半期は2,028,752千円の支出超過）となりました。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー）

　配当金の支払額314,650千円等により、財務活動によるキャッシュ・フローは350,432千円の支出超過（前年同

四半期は392,802千円の支出超過）となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた問

題はありません。

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は194,227千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6)経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 35,638,066 35,638,066
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は

100株

計 35,638,066 35,638,066 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

－ 35,638,066 － 1,985,666 － 2,023,903
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合（％）

株式会社ユーシンインダスト

リー

京都市西京区川島有栖川町127番地
11,992 34.29

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社(信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号
2,514 7.19

野村信託銀行株式会社(信託口

3071019)

東京都千代田区大手町２丁目２－２
1,549 4.43

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社(リテール信託口

620021158)

東京都港区浜松町２丁目11番３号

1,549 4.43

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口９）

東京都中央区晴海１丁目８－11
1,205 3.45

京都中央信用金庫 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町91 1,088 3.11

小谷　眞由美 京都市西京区 1,053 3.01

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11
900 2.58

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 849 2.43

株式会社　京都銀行

（常任代理人資産管理サービス

信託銀行株式会社）

京都市下京区烏丸通松原上る薬師前町700

(東京都中央区晴海１丁目８-12晴海アイラン

ドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

704 2.01

計 － 23,409 66.93

（注）１．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口

９）及び日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式数は、全て信託業務に係るもので

あります。

２．野村信託銀行株式会社（信託口3071019）及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社(リテール信託口

620021158)の実質保有者はそれぞれ村田美樹（京都市西京区）及び小田高代（京都市西京区）であります。ま

た、上記のほかに村田美樹は297千株を、小田高代は297千株をそれぞれ個人名義で所有しております。

３．　株式会社三菱ＵＦＪ銀行及びその共同保有者から、平成30年４月16日付で公衆の縦覧に供されている大量保

有報告書（変更報告書）において、平成30年４月９日現在で3,068千株を保有している旨が記載されているも

のの、株式会社三菱ＵＦＪ銀行以外は株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として当第２四半期会計

期間末現在における実質所有株式数の確認ができません。

　なお、株式会社三菱ＵＦＪ銀行及びその共同保有者の大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおり

であります。

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 849 2.39

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 2,090 5.87

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目12番１号 53 0.15

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目５番２号 74 0.21

計 － 3,068 8.61
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 664,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 34,872,500 348,700 －

単元未満株式 普通株式 101,566 － －

発行済株式総数  35,638,066 － －

総株主の議決権 － 348,700 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の「株式数（株）」欄には、証券保管振替機構名義の株式2,500株が含まれて

おります。なお、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数25個は含

まれておりません。

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ユーシン精機
京都市南区久世殿

城町555番地
664,000 － 664,000 1.86

計 － 664,000 － 664,000 1.86

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,655,106 6,144,601

受取手形及び売掛金 ※ 7,042,925 ※ 6,654,159

商品及び製品 825,365 810,637

仕掛品 1,117,029 1,470,091

原材料及び貯蔵品 3,542,893 3,809,453

その他 764,426 488,306

貸倒引当金 △20,151 △20,962

流動資産合計 18,927,595 19,356,286

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,424,201 5,183,821

土地 6,133,446 6,142,361

その他（純額） 325,771 392,115

有形固定資産合計 11,883,420 11,718,298

無形固定資産 494,152 453,253

投資その他の資産   

投資有価証券 276,387 278,201

退職給付に係る資産 274,331 271,764

繰延税金資産 574,606 577,774

その他 162,895 190,602

貸倒引当金 △20,501 △20,011

投資その他の資産合計 1,267,720 1,298,332

固定資産合計 13,645,293 13,469,883

資産合計 32,572,888 32,826,170
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 1,764,363 ※ 1,537,755

電子記録債務 1,140,929 1,207,932

未払金 505,356 457,320

未払法人税等 608,628 303,638

前受金 1,175,887 1,309,481

賞与引当金 256,847 288,842

役員賞与引当金 29,840 16,878

製品保証引当金 145,325 139,185

その他 270,318 225,274

流動負債合計 5,897,496 5,486,307

固定負債   

役員退職慰労引当金 66,780 66,780

退職給付に係る負債 51,486 64,399

繰延税金負債 32,855 31,902

その他 52,236 53,355

固定負債合計 203,358 216,437

負債合計 6,100,854 5,702,744

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,985,666 1,985,666

資本剰余金 2,023,903 2,023,903

利益剰余金 22,270,517 22,817,261

自己株式 △354,848 △354,910

株主資本合計 25,925,238 26,471,921

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 97,103 98,321

為替換算調整勘定 164,323 264,484

退職給付に係る調整累計額 56,982 54,870

その他の包括利益累計額合計 318,409 417,676

非支配株主持分 228,385 233,827

純資産合計 26,472,034 27,123,425

負債純資産合計 32,572,888 32,826,170
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 9,743,897 10,586,849

売上原価 5,714,118 6,437,841

売上総利益 4,029,779 4,149,007

販売費及び一般管理費 ※ 3,039,183 ※ 2,945,828

営業利益 990,595 1,203,178

営業外収益   

受取利息 2,893 2,999

受取配当金 2,337 2,538

仕入割引 7,279 6,950

為替差益 24,829 -

その他 12,594 17,408

営業外収益合計 49,934 29,896

営業外費用   

売上割引 258 435

為替差損 - 3,789

リース解約損 329 -

その他 0 0

営業外費用合計 588 4,224

経常利益 1,039,942 1,228,851

特別利益   

固定資産売却益 4,522 722

特別利益合計 4,522 722

特別損失   

固定資産除売却損 670 9,278

その他 92 -

特別損失合計 763 9,278

税金等調整前四半期純利益 1,043,701 1,220,295

法人税等 271,591 323,823

四半期純利益 772,109 896,472

非支配株主に帰属する四半期純利益 26,927 34,961

親会社株主に帰属する四半期純利益 745,181 861,511
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 772,109 896,472

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 34,250 1,218

為替換算調整勘定 73,780 106,362

退職給付に係る調整額 230 △2,112

その他の包括利益合計 108,261 105,468

四半期包括利益 880,370 1,001,940

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 846,035 960,778

非支配株主に係る四半期包括利益 34,335 41,162
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,043,701 1,220,295

減価償却費 460,865 384,563

貸倒引当金の増減額（△は減少） △91 286

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,594 31,555

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,462 △12,962

退職給付に係る資産及び負債の増減額（△は減

少）
△469 11,330

受取利息及び受取配当金 △5,231 △5,537

売上債権の増減額（△は増加） 503,327 400,893

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,129,615 △552,240

仕入債務の増減額（△は減少） △4,480 △169,893

その他の流動負債の増減額（△は減少） △152,968 8,790

その他 355,976 229,905

小計 1,079,146 1,546,987

利息及び配当金の受取額 5,313 6,653

法人税等の支払額 △116,285 △596,565

営業活動によるキャッシュ・フロー 968,174 957,075

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,848,564 △2,154,151

定期預金の払戻による収入 - 1,850,000

有形固定資産の取得による支出 △125,554 △117,569

有形固定資産の売却による収入 51,234 5,161

無形固定資産の取得による支出 △105,806 △35,023

投資有価証券の取得による支出 △61 △62

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,028,752 △451,644

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △246 △62

配当金の支払額 △367,330 △314,650

非支配株主への配当金の支払額 △25,224 △35,720

財務活動によるキャッシュ・フロー △392,802 △350,432

現金及び現金同等物に係る換算差額 55,881 31,444

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,397,498 186,442

現金及び現金同等物の期首残高 5,690,647 3,763,302

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,293,149 ※ 3,949,745
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債

は固定負債の区分に表示しております。
 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理を行っております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 115,561千円 138,550千円

支払手形 12,028千円 12,893千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日

　　至 平成30年９月30日）

荷造運搬費 435,919千円 447,875千円

製品保証引当金繰入額 51,538千円 52,637千円

給料手当・賞与 673,673千円 735,492千円

賞与引当金繰入額 111,875千円 118,418千円

研究開発費 402,196千円 194,227千円

減価償却費 226,344千円 196,262千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 6,187,314千円 6,144,601千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,894,165千円 △2,194,856千円

現金及び現金同等物 4,293,149千円 3,949,745千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月10日

取締役会
普通株式 367,233 21 平成29年３月31日 平成29年６月５日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月２日

取締役会
普通株式 262,308 15 平成29年９月30日 平成29年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月10日

取締役会
普通株式 314,766 18 平成30年３月31日 平成30年６月５日 利益剰余金

（注）当社は、平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。なお、１

株当たり配当額は当該株式分割前の株数を基準としております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年11月５日

取締役会
普通株式 279,792 8 平成30年９月30日 平成30年12月３日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上

高
5,390,230 1,523,325 2,618,146 212,195 9,743,897 - 9,743,897

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

2,369,497 5,669 146,494 1,935 2,523,597 △2,523,597 -

計 7,759,727 1,528,995 2,764,641 214,130 12,267,494 △2,523,597 9,743,897

セグメント利益 526,147 138,713 324,361 45,323 1,034,545 △43,949 990,595

（注）１．セグメント利益の調整額△43,949千円は、セグメント間取引消去4,449千円、棚卸資産の調整額

△48,399千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 米国 アジア 欧州

売上高        

外部顧客への売上

高
5,759,160 1,767,171 2,647,225 413,290 10,586,849 - 10,586,849

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

2,386,511 11,282 143,882 3,129 2,544,805 △2,544,805 -

計 8,145,672 1,778,453 2,791,108 416,419 13,131,654 △2,544,805 10,586,849

セグメント利益 778,850 151,830 304,441 31,881 1,267,003 △63,825 1,203,178

（注）１．セグメント利益の調整額△63,825千円は、セグメント間取引消去5,694千円、棚卸資産の調整額

△69,519千円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 21円31銭 24円63銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 745,181 861,511

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
745,181 861,511

普通株式の期中平均株式数（株） 34,974,588 34,974,090

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成30年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成30年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………279,792千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………8円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年12月３日

　（注）　平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

  
平成30年11月12日
────────

 

 

株式会社ユーシン精機  

 取締役会　御中  

 
 

 有限責任監査法人　トーマツ

 
 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 山　田　美　樹　 印  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 髙　﨑 充　弘  印  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 安　田 秀　樹  印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユーシ

ン精機の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユーシン精機及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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